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商業信用・引受信用・銀行信用

一一貨幣取扱資本の再評価とその具体化を通じて一一

海保幸世

はじめに

11資本論』の「貨幣取扱資本一利子生み資本」の方法

1. r資本の核心構造の分析」 信用の捨象ー
2. f貨幣取扱資本一利子生み資本」関係ー近代的銀行制度の究局的態容-

n f貨幣取扱資本一利子生み資本Jの具体化
1. 商業信用と貨幣取扱資本一引受信用ー

2 引受信用と利子生み資本一手形割引ー

むすびにかえて

はじめに

川合一郎教援は，r貨幣・信用論研究30年JCf.経済評論J1976年6月号臨時増刊〉
において，信用論研究が昭和40年以降急速に進み商業信用から銀行信用に達

し， r貨幣信用」の取扱いをめぐって，商業信用が信用制度の基礎であるとい
う規定と，利子生み資本が信用制度の基礎であるとし、う規定との関係を，具

体的に位置づけなければならない段階にきており，利子生み資本論争が水か

け論からひき出される条件は形成されつつある，と述べている (116頁〕。問

題の「信用制度の基礎は何か」について，教授は，商業信用の限界の内容と

手形割引の際に交付される貨幣形態との理解には相違があるが，商業信用

(の限界〉一手形割引一銀行信用という理論展開の共通性を確認して，商業

信用からの上向を主張される (125-127頁)。

川合教援の，このような商業信用ーで手形割引ー銀行信用という理論展開の

方向についでは異論をもたないのであるが，これと相表裏Lて語られる利子
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生み資本論争=水かけ論としづ認識については首肯できなし、。周知の如く，

利子生み資本論争の核心は，宇野弘蔵教授が『資本論』におけるようにはじ

めから全く無機能な貨幣資本家と一文なしの機能資本家とを想定することは

「原理論」では考えられず，産業資本家相互の資金融通関係一「商業信用」

ーから利子を論ずべきことを主張したのに対して，三宅義夫教援が『資本論』

は資本の物神性を解明しようとしているのだから『資本論』の展開が唯一正

しい方法であると強く反論したことにある。川合教援は，この論争の総括と

して，宇野教援の問題提起にたいする三宅教援の無理解を，水かけ論に終っ

た原因としている (115頁〕。

宇野教援によるマノレクス利子生み資本論批判一特に『資本論』における無

機能な貨幣資本家の想定ーの論理的前提として， ~資本論』においてその想定

を導き出すと考えられている「貨幣取扱資本」の排除があることはよく知ら

れている。 )11合教授もマノレクスにあっては「銀行の説明にさいして，商業信

用から上向する説明と全く平面的に同列にならべて貨幣取扱業務や貸付資本

の管理媒介をおくことによって，銀行信用の立体的把握を困難にしている」

とし寸認識に立っている (128頁〉。かくて川合教援は，手形割引において交付

される貨幣形態一一覧払債務手形か貨幣それ自体かーの理解の相違はあって

も， ~資本論』の「貨幣取扱資本J を切り捨てて商業信用から無媒介的に銀行

信用へ上向するとしづ方法では宇野教授と一致しているといえよう。この点

が字野教援の「問題提起」をめぐる三宅教授と川合教援とのちがし、の根源を

なすのであろう。

私は，川合・宇野両教授とは異なり，商業信用一手形割引一銀行信用とい

う理論展開にとって， Ir資本論』の「貨幣取扱資本」も「利子生み資本」も決

じて阻害要因ではなく，逆に必要不可欠な媒介環ーただし，商業信用との関

係における具体化としづ手続きをくわえてーであると考えている。つまり上

述の理論展開は，内容的には， Ir資本論』において「信用制度の基礎」として

規定されている次の三要因を，勝手に取捨選択するのではなく，三要因全部

をいかなる理論展開の順序で理解するのか，そしてその際に貨幣取扱資本と
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利子生み資本とはどのように係り合うのか，という問題であると考えている

からである。

①資本の循環過程から周期的に遊離し遊休する貨幣資本(第2巻第2篇

15章「回転期聞が資本前貸の大きさに及ぼす影響」岩波文庫新版ー以

下『岩』と略す一，帥419頁〉

②商業信用一再生産にたずさわる諸資本が相互に輿え合う信用ー(第3

巻第5篇30章「貨幣資本と現実資本 1J r岩』帥241頁〉
③利子生み資本(第3巻第5篇36章「先資本的なものJr岩』帥448頁〉
これら三要因のうちとりわげ①と②は貨幣取扱資本に，②と③は手形割引

に関連すると考えられる。しかし， r資本論Jにおし、ては貨幣取扱資本も利子
生み資本も信用を捨象して最も簡単な形態で最も純粋に考察されている。し

たがって，商業信用一手形割引一銀行信用としづ理論展開にとって， まず

『資本論』の研究対象および方法，そこから導き出される限定条件一信用の

捨象一つきの貨幣取扱資本および利子生み資本に関する諸規定の確認が必要

であり，そのfうえにたって限定条件をはずした両資本の具体化が次に必要で

ある。そのような具体化は，従来ほとんど理論的に問題にされることのなか

った「引受信用」の信用論における位置を確定することを意味する。

『資本論』の「貨幣取扱資本一利子生み資本」の方法

1， r資本の核心構造の分析」一信用の捨象一

「資本論Jの「貨幣取扱資本」は，第3巻全体と第4篇の内容および方法

に規定されている。『資本論』の「貨幣取扱資本」を否定する見解もあるので，

まずこれらの点について簡単に検討しておこう。第3巻全体の内容および方

法については，マノレクスが冒頭に次のように要約している。

第1巻では，それ自体として見られた資本制的生産過程，すなわち，外的事情

の副次的影響はすべてまだ度外視されて，直接的生産過程としての資本制的生産

過程が呈示する諸現象を研究した。しかし，この直接的生産過程は，資本の生涯

の全部ではない。それは現実の世界で

この流通過程が第2巻の研究の対象をなした。そこでで‘は，とくに第3篇で社会的
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再生姥過程の媒介としての流通過程の考察に際して，資本制的生産過程は，全体

としてこれを見れば，生産過程と流通過程との統ーであることが示された。この

第3巻のかかわるところは，この統ーについて一般的反省を試みることではあり

えなし、。肝要なのは，むしろ，全体として見られた資本の運動過程から生ずる具

体的な諸形態を発見し，説明することである。その現実の運動においては，諸資

本は，直接的生皮過程における資本の態容と流通過程における資木の態容がただ

特殊の因子として現われるにすぎないような，具体的諸形態において，相互に相

対している。したがって，われわれがこの巻で展開するような諸資本の諸態容は，

社会の表面に現われ，種々の資本の相互に相対する行動，すなわち競争のうちに

現われ，そして生皮担当者自身の普通の意識に現われるときの形態に，一歩一歩

近づくのである。(~岩』同41 ，--42頁〉。

この第3巻の冒頭文節は，rプラン」変更説の有力な論拠にされでいるよう
に，ごれまでに種々の議論を惹起した箇所であるが，その内容は次の如く理

解すべきであるο外的な諸事情からの二次的な影響をすべ℃捨象した第 1巻

「直接的生産過程」にたいして，第2巻ではまず流通過程をそれ自体として

生産過程とは別に研究対象にし，しかる後に両者の統ーがはかられる。流通

過程の導入によって「現実の世界」に一歩近づいたのであるが，それはまだ

「全体として考察」されている資本制的生産過程とし℃の統一と具体化であ

った。したがって第3巻全体としては，ことにその到達点においてはJ諸資

本の現実的運動J・「諸資本の具体的語形態」の究明が研究対象となる。しか

し，第3巻における諸資本の現実的運動および具体的諸形態の究明は，はじ

めから現実的存在様式それ自体が措定されるのではなく，プロセスを踏んで

行なわれる。すなわち第1巻および第2巻の内部の理論展開において，そし

て前者から後者への展開において，採用された方法=抽象的なものから具体

的なものへの上向方法が，第3巻においても適用されている。それも抽象法

則の展開として具体へ接近するというようにより具体化されて適用される。

このことが文節末尾の「一歩一歩近づく」において端的に表わされでいると

いえよう。

それでは「一歩一歩近づくJ内容を見てみよう。第 1篇では，全体として

考察された資本の運動過程から生じる具体的な諸形態の最初のものである利
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潤が剰余価値の転化形態として扱われる。そこで取扱われる利潤はまだ利潤

一般という抽象的規定においてである。第2篇では，必要な限りにおいて競

争が導き入れられ，1如何に疎外が進展して，利潤が数的に7も剰余価値と異な

る大いさのものとして現われるかJcr岩J付74頁)をみるものとして一層具
体的に利潤の平均利潤への転化が扱われる。第3篇では，生産部面にたいし

てすでに措定された平均利潤率が第1巻第7篇での資本制的蓄積の一般法則

の発現形態としてその傾向的低落の法則性を明確にする。

以上の如く，第4篇のまえに位置する三つの篇において，資本家階級はな

お単に産業資本家によってのみ代表されていたので、あり，流通はなお生産か

ら特殊化されておらず，利潤もそれに照応じて，全体とと円してh考察され

の運動過程カかミら生ずる具体的諸形態の出発点としてd利i潤閏一般が取扱われてbい、

るにすぎない。更に平均利潤率の措定によって相等しい資本は相等しい利潤

を生むという法則=1資本一利潤」関係は，産業資本家が資本家階級全体を

代表するという抽象的次元での措定であって，その「完成態容Jを獲得して

いない。

ところではじめの三つの篇では，r信用制度」一商業信用と銀行信用ーを捨
象している。そのことは第2篇第6章 F価格変動の影響」の中の次の註記に

おいて知るごとができる。

われわれがこの章で研究する諸現象は，その充分な展開のためには，信用制度

と，一般に資本部l的生定様式の基礎および生活環境をなす世界市場における競争

とを前提する。しかしこれらの資本命u的生産のより具体的な形態は，資本の一

般的性質が把握された後に，初めて包括的に叙述されうる。 (r岩」同171頁〉。

まず研究目的は「資本の一般的性質の把握」であり，資本制的生産のより

具体的形態すなわち信用制度および世界市場における競争はこの研究目的の

ために捨象されるべきことが指摘されている。まさに一歩一歩上向する方法

がとられるべきことをマルクスは示しているのである。この方法は，第 1巻

における金貨流通yの前提や第2巻における産業資本の三形態の「純粋な把握」

に不必要な凡ての要因の捨象および価値おどりの交換の前提と同じで、ある。
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とりわけ第2巻の第3篇第21章「蓄積と拡大再生産」の中の「信用制度J捨

象に関する次の註記で示されている方法を，第3巻のはじめの三篇は継承し

ていることは明らかである。

いかなる場合にも，ここでたされるように，まずそのもっとも簡単な，もっと

も本源的な形態における金属流通を前提することが肝要である。なぜならば，こ

れを前挺すれば，流出と還流差額の決済等，要するに信用制度にあっては，意識

的に規制された行程として現われる一切の要素が，信用制度から独立して存在す

るものとして示され，事柄が，後からの反省的形態におし、てではなく，自然発生

的形態におL、て現われるからであるつ (r岩』同247頁〉。

信用制度の捨象=最も簡単な最も本源的形態における金属流通の前提が，

事柄を反省的形態においてではなく，自然発生的形態=純粋な形態で把握で

きる唯一の正しい方法であることが示されている。この場合の純粋な形態と

して位置づけられる「自然発生的形態」とは，r近代資本制社会のなかにおけ
る経済的諸関係の組立」の頒序の枠の内において，不必要な凡ての諸要因を

捨象し抽象された一般的抽象的規定，したがって多かれ少かれすべでの社会

形態に見られる諸規定，を有する資本制的カテゴリーを表わすものである。

信用制度を捨象してはじめて抽象された「金属流通」は，多かれ少なかれす

べての社会形態に見られる規定であるので近代的信用制度の発展Lていない

社会における歴史的な金属流通それ自体から歴史的形態と撹乱的偶然性とい

う覆いをとり去った歴史的抽象であるが，それだけでなく社会のすみずみに

までいきわたっているというように「修正」された一般的抽象的規定を有す

る資本制的カテゴリーである。このように最も簡単な最も本源的形態、におけ

る資本制的カテゴリーとしての金属流通を前提にした「自然発生的形態」は，

その前提に照応する一般的抽象的規定を有する最も簡単な最も純粋な形態で

資本制的カテゴリーをとりだしたものである O

これまでに第2巻における産業資本の三形態の「純粋な把握」のために，

「反省的形態」においてではなく「自然発生的形態」において事柄が現われ

るような分析方法，すなわち信用制度の捨象=金属流通の前提が「いかなる
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場合に」も肝要であるとし、う註記は，第3巻の「全体として見られた資本の

運動過程から生ずる具体的諸形態」の究明のために，r資本の一般的性質の把
握」を目的とするはじめの三つの篇においても貫徹していることが明らかに

なった。この点を確認して「貨幣取扱資本」が直接取扱われている第4篇に

進もう。

第4篇の官頭に次のような一節がある。

商人資本または商業資本は，商品取扱資本と貨幣取扱資本という二つの形態ま

たは亜種に分かれる。そしていま，われわれは，資本の核心構造の分析に必要な

かぎりにおいて，これらの特質を詳細に述べる。しかもこの特徴つ手けは，近代経

済学が，その最良の代表者においでさえも，商業資本を直接に産業資本と混同し

て，それを特徴づける諸特性を事実上全く看過しているだけに，ますます必要な

のである。(~岩』同421頁)。

つまり第4篇そして第四章「貨幣取扱資本」は，r資本の核心構造の分析に
必要なかぎり」という限定条件で取扱われている。このような研究目的とそ

のための限定条件っきの第4篇の内容は次のように理解できる。第三篇では

全体として考察された資本制生産過程が異なる部面に投下した諸産業資本聞

の運動において把えられた平均利潤率の段階に上向したのであるが，第4篇

では，剰余価値の利潤への転化を生産過程と同様に規定する流通過程が導入

されて産業資本家と商業資本家とに資本家階級が分裂して把握され，更に

「一歩」現実世界に近づく。これは，直接的生産過程を「現実の世界」では

「補足」する流通過程の導入による具体化という第2巻の方法と構成に照応

した第3巻での一層の具体化，すなわち現実世界で、は生産過程の担い手=産

業資本家を補足する流通過程の担い手=商業資本の導入による具体化を，意

味する。利潤も諸産業資本聞に形成される平均利潤から産業資本と商業資本

の聞に形成される平均利潤へと理論的に具体化される。そして更に商業資本

が，流通過程を形成する商品(資本〉流通と貨幣(資本〉流通に照応してそ

れぞれの担い手たる商品取扱資本と貨幣取扱資本に分裂すること，それと共

に利潤も産業資本・商品取扱資本・貨幣取扱資本にそれぞれの平均利潤とし
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で分たれて，現実の世界に更に一歩近づく。マノレクスも次のように述べてい

る。「流通に基礎をもち全くただ流通から生ずるので生産過程そのものから生

ずるのではないかに見える商業利潤および貨幣取扱利潤…...J (11'岩」同30-

31頁〉。かくして再生産過程内で機能する資本形態が産業資本・商品取扱資本

・貨幣取扱資本という異なる三形態に分化・具体化され，それに対応するそ

れぞれの平均利潤の措定によって「資本一利潤」関係は「完成態容」を獲得

するO すなわち，ここにおいて「資本一利潤」関係はその内的関連の筋道は

なくなってし、き，ただ思い出として残るだけであり，いろいろな生産関係は

互いに独立し，価値の諸成分は互いに独立すうる諸形態に「骨化」する。

之の「骨化」した現象形態を本質から把え直すこと，すなわち資本制生産

の内面世界から表層世界への上昇において，本質たる剰余価値の必然的な現

象形態を追求し，それら諸形態を剰余価値の「転化形態」として概念的に把

握し，それら「転化形態」に固有な，それぞれの起源と相互の内面的関連を

隠蔽し神秘化する，外面性と相互自立性の仮面を，r資本一利潤」関係の「完
成態容」にで歩一歩近づ、き到達することによって，剥ぎ取っていくことこそ

第4篇の内容であり，r資本の核心構造の分析」の一環である。このように
「資本の核心構造の分析」が剰余価値の転化形態とその外面=現象形態相互

の内面的関連との究明であれば，r資本一利潤」関係の原初的形態を明らかに

した前三篇「資本の一般的性質の把握」もこれに包摂され，第4篇は内容的

にはそれの延長線上にある。したがって，前三篇「資本の一般的性質の把握」

のために課された限定条件一「信用制度」の捨象ーも，第4篇における「資

本の核心構造の分析」に必要な限りとしづ限定条件の内容のーっとして継承

されねばならない。かくして，商品取扱資本は，r実際上むすび、ついているj
運輸業ーや分配可能な形態にある商品の保管や分配の諸{機能を捨象し，商業信

用を捨象して純粋な形態で考察されている。そして貨幣取扱資本が信用業と

分離されて，まず金属流通を前提にした本源的形態で，次いで純粋な形態で

取扱われた理由がここにある。しかし，マルクスは後の展開のために，貨幣

取扱資本が実現された価値=貨幣金だけでなく，r債権の形態、で実現されてい
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るにすぎない場合でも係わるJC[j岩」付506頁〉ことを指摘しておくことを忘

れなかった。

2， r貨幣取扱資本一利子生み資本」関係一近代的銀行制度の究局的態
行'"'廿一

第4篇で問題になった「資本の核心構造の分析」が剰余価値の転化形態=

「骨化」とその外面=現象形態棺互の内面的関連との究明を通して「理想的

平均的」に与えられる「資本制的生産様式の問的組織」への上向であれば，

その対象は，剰余価値の転化形態=価値の諸成分の相互に独立的な諸形態へ

の「骨化」が完成する「資本一利子J関係の措定まで、包摂するといえよう。

つまり「資本一利子」とLづ形態は，一切の媒介がなくなっており，資本は

そのもっとも一般的な，しかしそれゆえにまたそれ自身からは説明されない，

不合理な定式に約元されているのであって，資本の物神態容と資本物神の観

念とが完成している。別言すれば，利子生み資本において，剰余価値は「絶

対的な外面化の形態に到達」し，r資本の絶対的な形態J・[資本の純粋な形態」
たるG-G'に表わされ，[生産関係の最高度の転倒と物化」の形態であり，資

本の性格も姿も完成されている。

このように「資本の核心構造の分析」がたんに第4篇までにとどまるので

はなく，剰余価値の絶対的な外面化の形態=r資本一利子」関係にまで及ぶ

と考えるべきであり，具体的には第5篇第24章「利子生み資本の形態におけ

る資本関係の外在化」まで包摂することになる。それに伴い第4篇における

「資本の核心構造の分析」のための限定条件，すなわち信用制度を捨象して

抽象された金属流通を前提にした「自然発生的形態」における純粋な形態で

の考察も，第5篇第24章まで継承されねばならない。第5篇「利子生み資本」

は，その出発点において，一方に，平均利潤率の完成態容が措定されこの平

均利潤のみが問題とされる限り不必要な商品取扱資本を捨象して機能資本の

最も純粋な形態である産業資本家が想定され，他方に，資本として機能する

という「一つの追加的使用価値」をもち「資本として商品」となった貨幣の
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所有者=貨幣資本家が前提されている。このような前提一信用制度およびそ

の他の不必要な凡ての要因の捨象ーこそ，第21-24章までの次のような研究

目的にとって最も正しいものである。

われわれがここでなそうとするのは，利子生み資本の独立態容と，利潤にたい

ナる利子の独立化とを展開することに止まる。 cr岩~ (吋40頁〉。

かくして「資本の核心構造の分析」が剰余価値の転化形態とその外面=現

象形態相互の内面的関連の究明であり，その一応の到達、点が利子生み資本に

よる「資本一利子」形態=資本の物神態容の完成に関する究明であり，その

ために必要な限定条件一信用制度の捨象ーこそ最も簡単な最も純粋な形態で

把握するのに唯一正しい方法である限り，利子生み資本論争における三宅教

授による対宇野教援批判は，批判の仕方・訳への拘泥を除けば，正しかった

といえる。

ところで「資本の核心構造の分析」の一応の到達点たる利子生み資本でさ

え，純粋な形態で考察するのには信用制度を捨象して「貨幣資本家」という

抽象的規定において十分であり，それが唯一正しい方法であるのであるから，

ひるがえって，それ以前の理論的段階に位置する「貨幣取扱資本」が純粋な

形態で考察されるためには信用制度と分離されるのは当然といわねばならな

し、。

次に「資本の核心構造の分析」のための限定条件一信用制度の捨象ーの枠

内で「貨幣取扱資本一利子生み資本」関係を見てみよう。というのは，資本

制的生産様式においては，信用制度の決して離脱しえない基礎が金属形態に

おける貨幣であり，その生産様式の矛盾の爆発点である恐慌期には信用主義

から重金主義へ転化し，信用は事実上消失して銀行信用が貨幣信用である本

質を露わにして凡ての関係が信用制度の金属準備(一利子率〉の上に現われ

てくるからである。

「貨幣取扱資本一利子生み資本」関係は，まず第 lに，第4篇において，

剰余価値の転化形態が諸産業資本聞の平均利j聞から産業資本と商業資本との
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聞のそれに，更に商業資本が商品取扱資水と貨幣取扱資本とに分製すること

によって，生産過程と流通過程とを統一した資本の再誌産過程に般応、し

均利~現率の仁兜成議容j が得られて「資本一科潤j 形態の措安定がなされるこ

とから始まる。すなわち平均矛IH倒率の完成態容==r資本一科濃j形織の措定

は，商業費本の商品取扱資本と葉幣取扱資本とへの分裂，そして設幣敬扱資

本の自j[化と平均潤j需の取得によって終局的に達成される。ここiに第4

おける率実上灘論的な締めくくりの主主として位獲する「貨幣取扱資本j

味がある O iまたこの平均利調率の完成態容ロ f資本一科瀧j形態の措定は，

として読通過穏と生産過程の統ーとして，すなわち再生産過程の表現と

の時開，一定の部通期間に一定の利揮を生産する一定の卸値観とし

て襲われるところの「完成された資本」の措定を3意味するO この「完成され

た資本Jの精液こそ，紫本として機能する一つの追加前後用綴{肢を付与され

た貨幣=科子生み資本の形態規定の前提で、あるe それは第5篇第21章 f利子

生み資本jの次の ょっで示されるC

一般的利減毒事または不均利務事容の最初の考察に際L'ては〈第3巻主席2鱗)，われ

われはまだこれをその完成態絡において見ていなかった，どいうのはる;均等化は

まだ単に，機々の部商に投下された議長設業資本間(1)均等化として現われたからで

ある。この均等化における術祭資本の参加と商業利潤が論ぜられた前編では，こ

れが補足された u …貨幣・…・は，資本鎖的役還の上マは，……利務を主主む一…

能力念資ー本家に輿える。かくてそれは，それが貨幣としてもっている使用術援の

ほかに一つの途加的使用価飽きれすなわち資本として機能する使用鏑綴含輿えら

れ0
0 ・....この， にての，利潤の主主援のためのそF段としての，属性

において，焚幣は一つの商品に?ただし一種独特な商品に醤主主る。または結局間

乙ことになるが，資本は資本として商品となる。c:r岩~ (吋1-8J変〉。

かくして， の「貨幣取扱資本jは，第5績における理論上供の終章

として，利子生み賢本の務室長的高官擬たる{完成された資本Jをもたらす

均利潤ネの完成態容jを終局的に措定し，かかる

出の結額点、をなす。

2 Vこ，貨幣取扱資本は，ただ商品流通のー契機の，ーすなわち貨幣流還の
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技術的諮主義作と関係し，またそれから生じみ続々の貨幣機能と ること

において，術品の変態と

を産業資本から区分さ

し， ;!:たむしろ商品資本のこの過程

として現わされる商品取扱資本から

区別される。したがって，商品取教資本が一つの特有な流通形態を，すなわ

ち藷τ絡がニ度位置を換えることによって紫幣が還流するG-W-G'を，

のに対して，貨幣取扱資本はがJらこのような特殊形議を示すことたしない。

貨幣流通の技術的媒介のために持殊な一部類の資家化とし

て貨幣資本を「前貨jする。つまり貨幣取扱資本は，さも

や商品取援資本がみずからこの包的のために前貸し4さねばならない追加資本

を社会的に縮小し，それによって節約された流通費女手数料として平均料開

た取得する O すなわわ繋幣取扱資本は，貨幣資本の前貨による利潤の取得と

いう資本の一般的形態、であるG-G'会有している。しかし，貨幣取設資本の

G-G'の媒介は，変態の物的諸要素にで誌なく，その技術的喜毒素のみに関係

してL、るので，設幣取扱資本の運動形態は，資本の一般的形勝G-G'と

の形態となる。つまり貨幣取扱資本は，向業資本の ~rlI穏として自立化し

均科j爵きと取得する機諮紫本であり，その意味では商品取扱資本と関様に再生

内部に佼重しながら，その饗本の運動穆;態は，その運動部磁の特殊

性一繋幣流通の技術的媒介…によって，商品取扱緊本の運勤務態G-W…G'

よりも形態上鰐略化されて，1媒介のない流通の結果Jを表わず利子生み資本

の運動G-G'と形態ょの同一役なもつことになる。このことは，

内に存在して機能資本として車業資本や商業資本と緊密tJ;関係を有する貨幣

取扱資本が再生産過程の外部に位寵する科子まとみ資本と絡会しやすい条件を

もっていること会示す。この結合は，灘論的にも主義史的にも，貨幣取援資本

の手許に築積された遊休貨幣資本の利子生み資本への転化によってもたらさ

れるのである O これが次の間鐙である。

3 q，こ，貨幣取扱資本は蓄蔵貨幣な形成するのではないが，それを自余の

会資本家階級のために管理し，各資本家によって別々に管理される場合と比

較してその経済的最小限に綴小するための技術的手設を洪給ずる。
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は，資本側生療機式のもとでは「総生産のj機構に従属する機能j として現わ

れる。貨幣取設資本は，蓄議会支幣の第1形態および第2形態として，資本の

循環過程から遊離する貨幣資本を集積する。ただし，信用を捨象しているこ

の貨幣耳元議資本にとって再生産過程との関係では第工務態が喪な対象であ

り，第2形態は副次的なものといえよう o 貨幣取扱資本はそれ自体としては

機能資本であり，その連動部宣言も再生産過程内にあって f資本一利鴻j爵係

に程撲されているが，ぞれが集積し耳主義う蓄蔵貨幣は再生産過程から遊離し，

その外部に一時的であれ長期的であれ身を置く貨幣資本である。一方におい

て，貨幣取扱資本は，蓄蔵貨幣を全資本家議級一産業資本と荷品取扱資本ー

のために管理し，その技術的手段によってそれを経済的最小限に縮小し，

資本家によって偶蹄的に管理されるばあいほど大会いことを必要としないよ

うにするのであるから，貨幣取扱資本の手許には郎患に使用されなし

分の‘貨幣資本が集積され残留する O 他方において，貨幣取設資本の手許合通

る，または集積する，更に残る蓄蔵貨幣の第1形態および第2形態は資

本の循環過程から遊離したものであるから，再び再生産道穣i今に投下される

ベき f将来の資本」 り， の将来の追加前年生産に対ずる資本家の追

加的な，そして準備として保有される権料名義を表わずものである O したが

って，これら蓄蔵貨幣はJ追加的能動資本として機能すべき潜在的貨幣資本」

同478京〉の集積であるが，これらは一時的であれ長期的であれ貨幣取

扱資本の手許において再生産過程の外部によきを置くものである。しかも，こ

れらの一定額が鰐疫に{愛用されない部分を形成することそ上述したが，これ

らの部分は，1追加的能動資本として機能すべき潜在的貨幣資本Jでありなが

ら，実際にはその浅巴否定の形態であり，資本制社会にとって絶対的に不生

産的であり， I資本f倒的生産の死重Jcr岩J斡243頁〉である。かくして，貨

幣取扱資本は，一方では貨幣流通の技術的諸操作合集積し・短縮化し・簡単

化することによって蓄蔵賞幣をその経済的最小擦に縮小しながら，他方では

藷資本の回車長期間の よってイ使用されない一定額の蓄蔵紫幣の沈澱

資本髄的主主薬の究室主合集積して，かつ自己の手許に控え込むことなる。この
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貨幣取扱緊ヌドの機能上のジレン?に表わされた資本若手j社会全体の王子躍は，貨

幣取扱資本自体が，第 1と第2で述べたように子生み資本の範繕および運

動形態を準帰することによって，その易の可能的条件を有し，資本の科隷

もとづく「資本勝者の量的制限の止場jへの希求によって

実fとする条件を輿えられる。すなわち貨幣資本の手許に沈澱した審議貨幣の

利子生み資本{とである。つまりひるがえって考えれば，資幣取扱資本は，資

として機能する一つの追加的使用制値を有することになる貨幣資本の唯一

の社会的管理者であ今，それ故に剥子生み資本と結合しうる戦ーの資本形態

である。裂言すれば，貨幣取扱安本は宋IJ二子生み資本の，理論的に想定される

一般的抽象的形態規2授の，r貨幣資本家」の実態形成を準備する。

以上の知くき『資本論J第4籍第19輩の f貨幣取扱資本jは，それ悶身は撲

として子厚生産過程内で運動するが，取扱う集積された貨幣資本は繁本

の循環過程から遊離し再生意過程の外部に身を置く遊休貨幣資ヌドである，と

いう特殊性によって，第S鱗第21主主 f利子生み資本jの範爵・瀦動形態・

態の形成令理論的に機備する。そして「利子生み資本jの原基的静態である

f笈幣取扱資本jの手許にある貸付可能な資本に転化しうる貨幣資本は，r貨
幣取扱資本jの患己資本ではなく，資本の循環過謹から遊離し遊休する産業

資本および商品取扱資本の訴手ぎに属する他ん資本である。したがって，

論』の「貨幣取扱繁本一利子生み資本j関係は，イ首府〈縦鼓〉論の視点から

見直せば，r箆己所有の貿幣資本の貸付jではなく，無準備の債務会負うこと
によって紫幣貸付を行なうという銀行器用の本質規定を f貨幣綾用」の

も簡単な最も総粋な形態を形成ナるものである。かかる灘解によってはじ

めて「資本の循環過程から潟議前に遊離し遊休する貨幣資本が信用鎖設の基

礎をなすJとし、う命惑が，その純粋な形でまず位龍づけられることになる。

これと主義なり F資本論』の「紫幣取扱資本Jの否定から出発する信用論の

J資本論』の「資幣資本家J. 貸付資本家を「倒別機能資本家の半面

とする以外になく，その結幾，まず利子生み資本コヱ交付資本の範嬉

的措定において行~詰まり，次いで詣日所有;の貿幣資本の貸付から
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用」への歴史的展開に陥札論理的に破産することにな20

1I 1貨幣取扱資本一利子生み資本」の具体化

1， 商業信用と貨幣取扱資本一引受信用一

『資本論」における貨幣取扱資本と利子生み資本はJ資本の核心構造の分

析Jとし、う研究目的とそれに必要で最良の方法一信用の捨象ーにしたがった

最も簡単な最も純粋な形態で、扱われた。ところが第3巻第5篇第25章「信用

と擬制資本」では，いままでの方法論上の限定条件が必要な限りにおいては

ずされている。

信用制度と，それが自己のために作り出す諸要具〈信用貨幣その他〉との詳細

な分析は，われわれの計画の圏外に属する。ここではただ，資本制的金主様式一

般の特徴づけのために必要な僅かばかりの点を明らかにするだけでよい。その際

われわれは商業信用および銀行信用を取扱うに止める。この信用の発展と公信用

の発展との関係は考察外に置かれる。 C['岩』同109頁〉。

第3巻において，第 1-3篇までは「資本の一般的性質の把握」すなわち

剰余価値の矛Ij潤への転化・平均利潤〈率〉および生産価格の成立(とその法則〉

・長期的には平均利潤率の傾向的低下，がその研究対象であった。第4篇で

は， 1資本の核心構造の分析j，すなわち剰余価値の転化形態の一層の展開お

よび平均利潤率の「完成態容」→「完成された資本」への上向がその研究対

象をなした。そして第5篇では，第21-24章においては，1資本の核心構造の

分析j，すなわち剰余価値の転化形態の一応の到達点=I資本一利子」関係の

確立および資本の物神態容の完成，がその中心的課題であった。第25章以降

では， 1資本制的生産様式一般の特徴づけj，すなわち単なる「資本」それ自

体ではなく，諸資本の自立化し相互に独立的な諸形態の複雑な運動に媒介さ

れる再生産=蓄積過程の具体的な姿容，つまり貨幣資本と現実的資本との関

係(→利子率の変動〉を通しての資本制的生産様式の一般的把握，が研究目

的である。したがって，第25章以降は，その内容が前諸章の内容一諸資本の

自立化・相互に独立的な諸形態およびその運動ーを基礎にして上向するので
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あるから，前諸章との理論的つながりは明らかであるが，再生産=蓄積過程

の具体的な姿容の一般的把握には，必限な限りにおいて信用の導入が行なわ

れざるをえず，この点において前諸章とは大きな相違があるといえよう。

ところで上述のような『資本論』の研究の目的・対象・方法にもとづく貨

幣取扱資本一利子生み資本一(信用〉一「貨幣資本と現実資本」という rr資
本論』の理論展開が，従来，ただ信用(制度)論それ自体の構築という視角

から問題にされ， rr資本論』の理論展開の是非として論じられがちであった。
すなわち，一方において，信用を捨象した『資本論』の「貨幣取扱資本一利

子生み資本」からストレートに「信用制度」へ上向しようとする『資本論」

の盲信派一三宅義夫・飯田繁・麓健一教授ーがあり，他方において，第25章

以降の「商業信用と銀行信用」のみを採り上げ， rr資本論』の「貨幣取扱資本
一利子生み資本Jを論理的な展開でないとして切り捨てる『資本論』の否定

派一宇野教援を中心とする人々ーが存在する。一見しただけでは，両派は両

極的な相違を示しているかにみえるが， rr資本論』の研究の目的・対象・方法
について十分に理解しないで，もつばら第25章以降の内容に依拠し，それま

で、のプロセスの具体化を怠ることにおいては同一である。

それでは信用(制度〉論の展開はいかに為すべきか。まずその出発点は，

商業信用の本質規定およびそれに照応する理論展開上での位置の確定である O

何故ならば，商業信用は， rr資本論』では「利子生み資本」のあとの第25章以
降で取扱われ，信用論では再生産過程にたずさわる諸資本間の信用として利

子生み資本のまえに位置づけられる，とし、う理論展開上の相違をもたらすか

らである。

商業信用は， r銀行信用をまったく度外視J(rr岩~ (ij242頁〉し， rそれ自体

として考察された商業信用J(244頁)，すなわち「純粋な商業信用J(242頁〉

として把握されねばならない。その「純粋な商業信用」は次のような諸規定

をもっ。①その当事者は再生産過程にたずさわる産業資本と商品取扱資本で

ある。②その部面は再生産過程の循環内である。③それによって媒介される

ものは商品の変態であり，二つの部面にわたる再生産過程の各段階で、ある;
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告その内称は藷品をもって行なわれるき宮支前貸であり，その擦に主寄付けられ

るのは康築資本ロその等揺がやっと後日の約定器限でなければ奴究者に支払

おれない資本である。⑤その具体的形議は商業手形出一定の支払期限っさの

延払証券である O ⑤その徽環は荷品の{凶値実議出資本の菱重流に依

し，穏互の支払能力に依存するが，現金での笈幣支払営不必要にするもの

ではない。立ちここでは磁接取扱われないが，それは「流議持関なさ?流通」と

f資本所有の量的幌阪のよと揚Jを一定程度可能にして再生産に弾力性をもた

せ変動婆毘のーっとなる。すなわち「手形の貨幣転化の可能性Jの問題とし

て支払手段機能の f媒介なき矛扇Jの再生産的諮礎を促進する。

以上の如く.1純粋な潟業信用jは再生産議程にたずさわる産業資本と高品

取扱資本とが高品をもって再生熊過程の循練内で相1i.になしあう俗用である

から，指然、『資本議jの取扱いとは異なり，利子生み資本更には貨幣取扱資

本のまえの論理段階において導入きれねばならなし、oU資本論JHとおいても第

おいて「もっともわれわれは，この点〔商業信用〕令官tjもってもっと

しく研究せねばならないのであるがJ 的241l主〉という され，

より吉立の檎理段摘における薦議穏期の詳細な検討の必擦を暗示している。か

くして，信用 (1弱震〉論は，商業告用1"貨幣取扱資本一利子生み資本J

という順序で展罰されるべき匂ある。務欝すれば， U繁ヌド論jにおい

ですでに f資本の核心構濃の分軒jに必要な限りで一億隠さど捨象して一狭湾

されている「賀幣取扱資本一利子総み資本J翻係を商業i霞用の導入によって

具体化することが，銀行信用へ上向する しし

聞においてのみJ設用制度の器礎j として規定されている商業億用と

とが，ぞれらの本質規定にしたがって信関〈制度〉論の展開におし、て

正しい綴序で位置づけられるからである。

それでは，商業信用の導入による f貨幣取扱資本jの共体化に進もう C ま

の展開は鍍幣議能のうちの支払手段機能を撒嬰にする。

私は前tこ〈第1巻第3議終3主iJb)1，、かにしで単純溺ぷ流選からうた払手段とし

ての貨幣の機能が形成され，またそれと共に商品ノt:.H在者および衡ぷ取引業者のあ
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いだに債権者と債務者との関係が形成されるか，を示した。商業が発展しただ

流通を顧慮してのみ生産を行なう資本制的生産様式が発展すると共に，信用制度

のこの自然発生的な基礎は拡張され，一般化され，仕上げられる。大体におし、て

貨幣はそこではただ支払手段としてのみ機能する。 (r岩Jf吋109頁〉。

したがって，貨幣取扱資本は，支払手段機能としての貨幣とその機能から

直接生ず、る信用貨幣ー商業信用の具体的形態たる商業手形ーを，まず取扱い

の中心にする。すなわち， Ir資本論」で、はそれほど展開されなかったI[価値が〕

債権の形態で実現されているにすぎないばあいでも係わる」ところの貨幣取

扱資本が表舞台に現われる。この貨幣取扱資本は，商業手形の取立て，支払

いそして手形交換を主要業務とし，それらを通じて貨幣の収納・払出し・差

額決済・当座勘定の処理・貨幣の保管，等々の技術的操作が新しく位置づけ

られる。とりわけ貨幣の保管は，手形の取立て・支払いを通じて行なわれる

ので，手形に表示されていた商品の価値=c+v+mの一定部分，特に蓄蔵

貨幣の第2形態の集積を有機的に自己の業務の中に取り込む。

商業信用の導入による「貨幣取扱資本」の具体化は以上の点にとどまるも

ので、はない。

商業信用の展開の個別資本的動機は流通期間中の追加運転資金の節約であ

るが，社会総体的には，r過程のたえまない連続性の必然、」と「その連続性創

出の偶然性の止揚J，= I信用の必然性の基礎」にまずもとめられる。

流通は資本の本質的過程として現われるということである。生産過程は商品が

貨幣に転化するまでは新しく開始されない。過程のたえまない連続性，すなわち

価値のある形態から他の形態への，または過程のある局面から他の局面への，さ

またげられることなくよどむことのない移行は，あらゆる先行する生産諸形態の

ばあいとはまったく異なった程度で，資本のうえにうちたてられた生産にとって

の基本条件として現われる。他方 aこの連続性のこの必然性が措定三れている一

方，諸方面は，特殊な・相互に無関心な過程として時間的空間的に分離する。そ

こで資本のうえにうちたられた生産にとっては，生産の本質的条件，すなわち生

産の総過程を構成する種々な過程の連続性がっくりだされるかどうかは，偶然的

なこととして現われる。資本そのものによるこの偶然性の止揚は，信用である。

(信用はなお他の諸側面をもっている。しかし上記の側面は，生産過程の直接的
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本質から生じており，したがって鎗F誌の必然性の基礎である入したがってある程

度発燥した形態での信用は，先行する生戸査機またでは現われない。…ぃ本質的な・

発漆しfこ生産関係として， 1設潟は， [!受史的にはまた，繁ネ;または芸者労働のうえに

うtうたられた流通のなかでだけ現われる令 (W華客網』脱， 471-472演。傍点一原文〉

際業信用によるこの「偶然性の止揚Jは，商業信用の運動部面たる潟業流

鶏内部にある罷界によって，制限されざ、るをえない。とりわけ，その限界の

一つである「商業手形の接出入の支払能力に対する犠頼度の線界Jは，世界

市場を翁己の基礎および生活轡とする資本制社会においては…閣内市場にお

ける議隣地取引穫には外調慨易が重要不可欠な部分を構成している一つ

の決定的な盟替要因となる。そこでこの商品購繁者の支払能力にたいする信

頼度を檎言語し保藍する行為が必然的となる。また{留期資本的にみても 3 その

ような手形の取立てた自己の主製業務のーっとする貨幣取扱資本にとっても，

円滑な取立てによる自己の務関取得を磯突にする必要がある。こ

家および商品取扱資本家の支払能力にたいする依頼疫の提訴さどカバーしうる

のは，これらの限界を凡ての者が存する産業察本家および商品取援資本家で

ありえないことは，環論上，当然のことで、あろう。貨幣取扱資本は，産業資

本家や商品取扱資本家と同様に再生産過懇意内に位置する機能資本家であるがョ

笹等と異なり，r自余の資本全体J= f産業資本家および商業資本家総措級J

のために，再生産過程内にお汁る紫幣流通の技術的操作を行なう O これらの

鰭操作が特殊の業務として「全階級の貨幣機構のためJに処理されるから，

それは f集積されて大規模j弘行なわれる在者i持497貰〕。かくて，貨幣取

扱資本は，資本の循環との関係ではより社会的な性絡を付与されており，そ

の運動および取扱う賞幣資本において俄宣言鈴な産業資本家や様品取設資本家

よりも椙対的に社会的で強簡な基礎なもっているといえよう O すなわち，貨

幣取扱資本は，手惑の取立て・支払い・手形交換・それに鑓伴ずる貨幣の保

管等を行なうのであるが，正常な経過-f支払手段の媒介なき矛麓j日「手

形の紫幣綜化の可能性」を内在的にもちつつーを前提にして、純粋iに考察する

限り， 1正常な再生患の選持口繰り返えされる{面値爽灘一荷品手務の支払照行
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に現われるーに支えられ，貨幣取援資本のそ子許kこ集号棄する商業手形に表現さ

れた霧商品の将来の{磁錨実現と持来の貨幣収支決済の確爽性そしてこれらと

した貨幣の保管業務による繰り返し生ずる随時の踏襲安なき遊休貨幣資本

る予備資本の の可該部分…の集積およびその

必要議小限度への制限を見込むことになる。

このような基盤に立って，貨幣取扱資本は，商業手形の接出人の支払能力

宏保蓋し，高業流通内部の一つの限界を再生産過程内の論理的レベルでの克

懸念果す。問時にこの係経は，商業{信用との関係において生じた賞幣取扱資

本の新しい業務であり，それに伴って追加的利潤源泉を形成する O つまり，

これが湾業手形の「引受」である。

第5178号。ベアヲング商会のきi受なるものは，手形が総滋となれば減る特定額
の貨幣安支払うという，債務ではないのですか?ーそれは余くそのとおちです。

しかしベアリング務会はれこうした俊務を引受ける場合にはーこう

受ける場合すこはどの潟人マもそうですがーソグプザン金貨で支払わねばならぬこ

とになるだろうとは夢にも怒い及ばないのです。彼等;土手形交換で支払えるだろ

うとき当てにしていをす。 cw務3舛332頁。ーマノレタスによる T銀行条令Jl1857年から
の抜粋〉

つまり，ヲi受は，正常な経過のもとでは顕現化しないが，究局的には支払

保叡の護持のリスクを負うものであってJ産業資本家や商品取扱資本家の単

語な出納代理人Jとして資本の再生産議程z 資本の禰環を澄接的基礎とする

貨幣取扱資本が，商梁手形の取立てー支払いの機能合通じて

人の支払能力の限度出商業読通内部の一つの謡界を止揚するとし、う託会的要

識に応えつつ， 1箆京社資本的には自己の耗満額泉の追加的援得を行なうという

必然性によって，産業資本や商品取扱資本の「単純な出納代理人j としての

撲能から一歩進んで自らの「齢期」を後等に棋与することである。ここに引

受が「引受信用j とも言われるゆえんがある。

しかし，正常な経鴻のもとでは，このカ ':1::1付きの円l受信用jは，「産業

投機および岳地武器用の鰭始の詐捺j という貨幣議議資本の「本旨よ

あるいは F出総代理業者が自分の嬢簿に口座右開いてやった人のために，そ
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の貸方残高以上の支払いなしないJという貸幣取扱資本の f隊員UJをこえる

もので拭決してなく，貨幣取扱資本の本質規定の枠内の機能である。別言す

ればョ引受信用は，貨幣取扱資本が，笈幣流通の技術的諸機需にたずさわる

という自己の業務によって，ぞれ自体は再生産過翠i今に位撃する機能資本と

いう本質規定をもちながら，資本;の議環議翠から周期的に遊離し議休ーする貨

再生産過程タトに一時的 e長践的に身を置く貨幣資本の・

ための取扱い代灘という機能の特殊的性格にもとづくもの

る。それ故，貨幣取設資本は，ヲi受措用の供与において商業手形の引受

支払保証を行なっても，貸付てど行なうものではなく，引

でも貸付お子を受け取るものではなし、。ここに再生産過程内の

による引受信用と再生産過程外の利子生み資本による賞幣信患と

る。つまり，引受信用の本質は，理論告には，

おいて，資本制的再生産のIE幣な議狩とそれにもとづく額間的・

られた f僚擦の形態マ実現されているにすぎないj価舗と

しての京懇の信用貨幣=湾業手務一支払手段機能を営む貨幣ーを主に取扱う

貨幣教護資本に霞有な箆時であり，

る，と規定される O ただ，このヲi

認す子信用段階における引

も衛単な最も純粋な形態で考察し

ところ-e，r資本論Jにおいて指摘さ?
のう‘b，r資本の循環過程から遊離し

いず、れも議業資本およ

る。したがって，この湾者はい

と完全には分離しえてなし

の本質規定は，その発E義的形

るものではなく，あく設で

る(念のため〉。

子信用制度の基礎jに欝ずる

と「商業信用Jとは，

さわる資本ーに直毅に

と信用制度=鍛行制

震との議本的関遼を示Lたものである。しかもそのいずれも，理論的展開の

、で貨幣取扱資本のまえに位置するのであるから，それらの信用制

震= との ストレート

もとにおいてiず蓄蔵貨幣ー第 1形態およ

るのではなく，貨幣取扱資本の

2形態ーの集積と荷業手形の

取立て・ 、.2会樹決済およびそれを通じての議蔵笈幣の集積様式の再鱗
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として有機的に結合される，と把握すべきである。この両者の貨幣取扱資本

のもとにおける有機的結合によって成立したのが引受信用である。それ故，

引受信用は，r信用制度の基礎」として指摘された①と②の両命題の一層具体

化されたものといえよう。

2. 引受信用と利子生み資本一手形割引一

Iの2において， ~資本論』の「貨幣取扱資本一利子生み資本」関係を，[資

本の核心構造の分析」に必要な限りとし寸限定条件一信用の捨象ーのもとで

究明し，r貨幣取扱資本」の手許に集積された自余の全資本家階級の蓄蔵貨幣

の沈澱部分，すなわち「貨幣取扱資本」にとっては他人資本としての貨幣資

本の一定部分，の利子生み資本化による貨幣取扱資本と利子生み資本の結合

およびそのもとでの他人貨幣資本の貸付=貨幣信用の原基的形態を導き出し

て，近代的銀行制度の究局的態容として規定した。そして Eの1では，[貨幣

取扱資本の「自余の全資本家階級J=産業資本家および商品取扱資本家一再

生産にたずさわる諸資本ーが資本の循環内で相互に興え合う信用=商業信用

の導入によって， 1の2の限定条件をはずしてまず「貨幣取扱資本」の具体

イじをはかり，未だ再生産過程と完全には分離しえていない引受信用を措定し

た。したがって，ここでの「利子生み資本」の具体化はの 2で明らかに

された貨幣信用の原基的形態を， IIの1において措定された引受信用と関係

させて行なわれることになる。

引受信用は，商業手形の取立て・支払いおよび差額決済を通じてのより社

会的な資本循環に支えられた貨幣取扱資本による手形振出人の支払能力を保

証し，商業流通内部の一つの限界をカバーするものであった。しかし，商業

信用の他の限界，すなわち手形の確定日払い・支払日の雑多性および金額の

雑多性，まで克服しうるものではない。未だ再生産過程と分離しえていない

信用=引受信用は，しょせん商業流通内部の限界を十全にカバーしえないの

は当然である。したがって，r過程のたえまない連続性」とその「連続性創出

の偶然性の止揚」を求めてやまない資本制的生産様式は，[流通時間なき流通J
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と「資本所有の量的制限の止揚」とをより満足させるものとして再生産過程

外部に身を置く資本の出動を要請する。また引受信用は，商業手形の取立て

・支払い・差額決済を通じて貨幣取扱資本のもとに集積し，長期に沈澱する

蓄蔵貨幣の一定部分を，資本制社会にとって絶対的に不生産的であり資本制

的生産の「死重」から解放しえない立場にある。個別資本的に見ても，引受

信用はたしかに貨幣取扱資本に引受保証料という新たな利潤源泉をもたらす

が，貸付可能資本に転化しうる貨幣資本を保管したままであるという意味で

はまだ受動的で、消極的な利潤源泉の獲得にすぎなかった。このようにして，

個別資本的にも社会的要請からも貨幣取扱資本のもとでの沈澱した蓄蔵貨幣

の活用z利子生み資本化が必然的となり，しかも Iの2で、述べた如く貨幣取

扱資本が利子生み資本の範時・運動形態=可能的条件を準備している。

ところで引受信用は，再生産の運行に支えられた正常な経過一支払手段機

能の「媒介なき矛盾」を内在的にもちつつーを前提して考察する限り，商業

手形の取立て・支払い・差額決済一個別的・社会的な資本の円滑な循環ーに

よって，具体的な貨幣資本の出動なくして，手形の振出人の支払能力を保証

し商業信用の限界の一つを止揚しつつ，貨幣取扱資本に引受保証料=利潤を

もたらした。かくして，社会的蓄蔵貨幣が貨幣取扱資本のもとに集積し・沈

澱し・利子生み資本に転化する過程は，具体的な貨幣の出動のない引受信用

の成立基盤とその「信用」供与態容とを必然的に継承して，一覧払債務手形

の発行とそれによる商業手形の代替となって現われる。すなわち一覧払債務

手形による商業手形の割引である O

手形振出しは，信用貨幣のー形態への商品の転化であり，手形割引は，この信

用貨幣から他のそれへの，すなわち銀行券への転化である。 cr岩~ t吋159頁〉。

この手形割引は当事者達にとって次のような作用をもっ。まず手形の被割

引人たる機能資本家ー産業資本家と商品取扱資本家ーにとって，自分の資本

の貨幣形態一「貨幣に対する直接的請求権」の形態ーを先取し，もって再生

産過程を流動状態に維持するためで、あり，自分が興える信用を受ける信用に
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よって相殺するためで、あるcr岩』帥156頁〕。具体化された・貨幣取扱資本と利
子生み資本との結合体である銀行は，手形割引を通じて割引いた手形の「所

有者」となり，手形の振出人に対する債権者となるが，他方において割引の

際に発行され手形に代替した先換銀行券について債務者になる。また銀行に

とって手形割引は「貸付のー形態」であり，割引く際に手形がまだこれから

通用する期間分の「利子」を手形振出人からではなく被割引人から，差引く

というかたちで，商業信用を自己の私的な致富源泉たらしめる。すなわち銀

行は自己の先換銀行券の発行によって信用と資本とを創造するのであり，そ

れは，銀行の立場に立てば「信用の利子生み資本化」として現象するのであ

るが，客観的には，利子生み資本が資本制的生産に特有かつ相応の形態を信

用においで受け取ったと規定すべきである。つまりそれによって銀行ははじ

めて利子を支払って預金を集めることが可能となる。同時にここにおいては

じめて『資本論』において指摘された第3の命題一「利子生み資本は，その

〔資本制的生産様式の〕諸形態、のーっとして存続し，そして実際にその信用

制度の基礎を形成するJCr岩』伯448頁〉ーが理論的に把握しうることになる。

一覧すム債務手形による商業手形の割引においては，銀行は，被割引人に対し

て割引の際に「割引利子」を差し引し、て手形と交換に一覧払債務手形を手渡し，

後に手形の満期日に手形の振出人から手形代金を取立てて元金を回収する。

同時に一覧払佳務手形(またはそれに等しい額の貨幣〉も還流する。このよ

うに手形割引は，手形の取立てによる貸付代金の回収という貨幣取扱資本機

能と有機的に結合した一覧払債務手形一信用貨幣の創造ーの貸付=資本制的

生産に特有かつ相応な形態を信用において受け取った利子生み資本の運動を

表わしている。すなわち一覧払債務手形による手形割引は商業信用を導入し

た『資本論』の「貨幣取扱資本一利子生み資本」の具体化=近代的信用制度

c=銀行制度〉の成立を示している。それ故にマノレクスは，1商業手形の割引
において銀行業者の本来の業務が形成されるJcr岩』伯218頁〉と規定したの
である。かくして，貨幣取扱資本の具体化=引受信用の措定によってはじめ

て，手形割引が近代的銀行業生成のための必然として論理的に究明され，ま
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た割引発行の先換銀行券が銀行券生成の必然的媒介項として論理的に解明さ

れた。そして近代的利子生み資本の現実的運動形態は手形割引を除いては形

成されないという論理的必然性が明らかになった。

ところで先、換銀行券(預金〉による手形割引は，それ自体決して追加資本

の前貸しではないが，銀行にとって資本の創造であり，社会的には信用の創

出であるので，商業信用を拡張させ「流通時間なき流通」と「資本所有の量

的制限の止揚」を促進して，商業信用においてすでに潜行していた再生産過

程の不均衡要因ー総価値=総生産価格をこえる「実現されるべき価格総額」

と生産財生産部門の消費財生産部門にたし、する不均等発展および回転期間の

長期化による還流の遅滞ーを更に加速化することになる。そしてこれらは

「名目」的価格を表示する商業手形とそれに代替した信用貨幣の減価と破壊

を惹起する要因である。

むすびにかえて

貨幣取扱資本の引受信用の場合，あくまで貨幣取扱資本の商業手形の取立

て・支払い・差額決済が基礎的側面であり，手形の支払保証=引受信用の供

与は基礎的側面に立脚せる重層的側面である。それに対して手形割引の場合，

「割引J=r利子」取得と手形の先換銀行券への転化が積極的側面でありJ利

子」取得が先行し，手形の取立て=貸付代金の回収は受動的側面であって，

事後的に処理される。しかし，手形の取立て=貸付代金の回収とし、う貨幣取

扱資本機能を基礎に有することによってはじめて，先行する割ヲ1=I貸付」

と「利子」の先取りが可能となるのであるから，銀行の貨幣取扱資本機能は，

「金属流通」を前提にした第4篇第19章「貨幣取扱資本」から無媒介的に導

き出される「単なる副次的業務」では決してないのである。

このように手形割引が銀行の利子生み資本機能と貨幣取扱資本機能との有

機的結合のうえに立脚するのであるから，r割引利子」の本質は貸付利子と貸

付代金回収に必要な手形取立ての手数料との混和されたものであ、ると規定し

うる。したがって，正常な経過を前提にして考察する限り，手形割引は商業
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の銀信用による代位であり，本質的には追加資本の貸付ではなく繰り

延払いの延長→引受信用と同じであって，その一党払積務の臆行は要求され

ることもないので汁翠引利子Jは実繁ふ保証・取立手数料をその内務とす

る。しかし，正常な経遥に内在していた不均衡嬰障が顕現化する恐慌路面で

は，支払手段機能の媒介なき矛爵が現われ，1手形の費瞥続換可能性jが社会

的に追求足されるのであるから， 1の2で拐らかにした近代鈴銀行制度の究局

的態容口主会議器用が表揺に受携して，r制限仔Jは実質的には貸付利子とな

り，利子率の縫愛吉f反映して f書U51利子Jは昂騰する。

ョ以上の如く，商業信篤から銀行信用の畏関は， ~資本論J の「貨幣取扱資本

の具体化を通じではじめて可龍になるのであるが，最近の

信用論はほとんどこの媒介環を抜きにした商業信用から無謀介的な銀行信煎

への展開に終始している。その結果，当然害者々の間勝点を含まぎるをえない

のであるが，紙数の関係でそれら諸説の検討はえて潔誌に穣らざるをえなか

った。また本識で明らかにされた了資本論jの「貨幣取扱資本一利子生み資

の具体化による商議器用一引受信用一銀行器用としづ理論燥鱒は，各国

内において成立した鍛行が国際関における闘際的貨幣取扱資本としてま

出するのであるから，捨象的には世界市場部面におし、でも妥当するはずで‘あ

るし，撞擦問ではヲl受需用が全世界さと一瞬として考察した一般的規定よりも

はるかに重袈殺を有する O また F資本論Jの第3巻第4議第四章「貨幣取議

との関係で残されたマルクスの次の誌記も以上の展開において具.体化

されるべきであると考えているJ関際的諸支払いの決済が，いかに手形取出

その他においてさらに発展するかは，有{路証券業務にかんする一切，要する

にここで、はまだわれわれに関係のない儲F話器産の…切の特妹形態と母様に，

いまは全く考議外におくことにする。J(~岩J 併500頁〉。

J) . Ir資本総』の「笈幣紋銀資本JIま.r信用多発から分離」されてまずその f絞も本源
的政戦J= r同事織と地金耳元扱業Jで，次にその最も f純粋な形態jぉ「産業資
本の単純之支出納代理人Jにおいて考ー察されている。このような
され‘て「純粋な形態Jで考察された織委長約一般的筑波を有する f笈幣耳元扱資本j

は，銀行による策幣資*IV取扱いとLヴ信用関係に付随する技術的側面をぬ霊祭し
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たものであって，その「現爽的存在様式jとしては前資水務111めなもの以外にあり

それを『資本論五で、は隣iilz取扱資戸t:--批判者の表現ゼは「商品取引資本j

…と!潟列に資水íll~的なものと wずる f方法よの混苦LJ があると批判する宇野教授役

中心とナる論議の見解がある。 この立す F資本論J批英霊は資本;言語jの f貨幣取扱
資本j が第 3 殺とりわけ議H篇の新党対象およびそれに必要なブji't~y，こもとづいて

諸規定安与えられていることにたいナる無理解に総臨しおり，第4篇にぶいて，

「資本の秘心構造の分析に必要tJ:l!長与jで扱われた f貨幣殺室長資本J者i;:'，主主幣耳元
扱資本の「現実的存在様式Jぞれ自体として郎座に抱滋しようとナるものである。

これらの誤家りはき第4.i'誌において資本制約な一般於11協議長的規定として与えられ

ている f金綴流通」を前擬する始象次元の事柄令，蓄を資本側社会の金属流通ぞれ

自体を前緩ずる歴史的視擦の次元のそれと誤解するという f方法上の混乱Jにも

とづくものである。吋ノレタスは「一般的治重量的な諸規定」は芸長かれ少なかれすべ

ての社会形態にJiられる諸規定で、あると述べているが，ぞれは「近代ブルジョア

社会にオィげる経済的務関係の級王芝jの枠内という「意味jで，とし寸条件をつけ

ているのである〈高木幸二郎鮫訳『経済や批判要綱j1961年，大万議筋一以下『望号

線?と略す一， 1， 30頁〉。これらの諸説の詳しし、検討は別な機会に絞るとして，

ここではきfiiJ放に「資本総jのf策要奪取級資本J¥ま{愛用きど捨象して考察されている

のか，そしてそのよう々取扱いがや]欽唯一恋しい方法であるのかを，明らかにす

る。そのことが諮数判に対する議欲的な反論たりうるからである。宇野派による

f貨幣取扱資本J批判については次の文献を議長熊されたい。宇野弘蔵ミ募作集第g

巻 f~墜さ学学方言会議j 1974王手務主主審j苫251Jto 降旗節労 F資本言主体系の研究J1997 
3 篤第 2 室主 r~主主幣取扱警警;記事j の考察J。

2) 宇野'弘蔵『資本論入門j1968年青木議!方〈宇野弘薬義務作集第6滋

学j1974王手滋波書席に所i佼。 282-284]要)， 鈴木鴻一路線 F緩淡学原理論i子¥

1962均三策大出版会一以下「原理論jと絡す-238…241， 488…ヰ89頁，宇野弘球続

E資*総研究jIV 1968年筑摩番勝一以下ず研究jと絡す…245-249賞。獄中菊次
E緩狩寺立の主主成と地位の潔論j1972年未米社58-59J芝。佐藤金三郎rr資本論i第
三部原穏について伺JrJ思想JNo. 580， 1972年10月。
3) 依藤金三郎教授は，r資本論J第3巻の療室案文節は"'"ングノレスによって「かなり大
i隠な被疑と釘lEJが加えられているとして，マノレタスの原文に依りつつ次のよう

に理解ずるJ第三部の練題は，この f統一Jについてー鮫約な反省、を試みること
ではえにくて，むしろ f全体として考察されたー資本の過緩から生じる災体的な誇

形態j，¥'、いかえれば F総過稼の務態容Jをいだして叙述するこ友三句、ある。

ここでし、われている『具体的な:務形態JはしかしながらJ務資本の3主体的運動三

のなかで、現われる形態，すなわも じしんの日常の慾

識のなかに，そして議後に緩々の諸資本の招互の活動であ
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とけっしてfこだちに符じではない。

ち，それはただ後若去にE一歩一歩と近づくJだけなのである。Jc前掲論文， 115-
116頁。

4) 口ーゼンベノレグは前ニ綴と対比して「一つの新たな契機jの導入を指摘する

ヌ伝説註解Jl1956年， 13完成役一以下『註持率」とIJ告す…，第5巻22J実。

5) r一般的利j問主幹~たは平均利潤率の最初の考察に際しでは〈第 3 芝会事務 2 篇)，われ

われはまだこれさどその完成態容においては気ていなかった，というのは，均等化

はまだ挙L 種々の部面に投下された諸斥築資ヱド間の均等化としてのみ現われて

いたからで、ある。怨品情7}'{。

6.) 資本総』にいける行後胤制度jは築家的には銀行命u度を表わすのであるが，け
っして銀行総皮(=銀行{浅沼〕にのみ限定されているわけではなか0'例えば幾3

巻善然5篇30箪において「銀行業者信用合金然考慮外Jにおく「純粋潟業信潟jの

綴潔の筒所では，r信用制度j口純粋商業慾鼠の意味で佼胤しているよこの信用制
度は，淡金払いの必要書を除去するものではなわ。J'crr表j同243頁〕。 ここのように
「信用苦労度jの意味に商業信Fちがfきまれるばあいもあるとすれば，rイ'dJ諸君延長主jと

の露連マ務られる変動華客国も商事義{即日が関係すると理解すべき?である。

子) r私は説明者ど節略?こするために， こ
機ナるJon対付168頁。「これらの形態Cf資本がその後有の段階でまとう，まずこ
反復する循環であるいは採ちあるいは楽てる稜々の彩慾JJを純粋に把握するため

には，まず形態形成そのものとは関係のないずべての婆閣から，捨象せねばなら

ない。ぞれゆえここマ?は，商品がその縞値どおりに売られるということだけでな

く，このことが不変の絡事情のもとで行なわれるということも，仮定される。し

たがって，徽療過程ゃに起こちうる側俄変動も然祝される。J絞J締42賞。

8) 品ンゲルスは次のように述べているJ論理釣な取扱いは，実はさ丈こだ旋史的形態

と撹昔L的偶然殺という覆い設とり去っただけの廃史的な取扱いにほかならない。

この燦史のはじまるところから，怠想のさ歩みもまた湾じようにはじ~らなければ

ならない。そしてこの歩みのその後の進行主主総象的ながっ環論的に一殺した形態

をとった，燈史的過緩の映像にほかならないで、あろ告。それは，修正された映像

であるが，その修正は，笑際の歴史的な経過その込のがきどの還さ因をも;それが

完全に成熟し，典型的な形をとる展開点で考察できるようにすることによって，

してくれる諸法郊に て， ;liぜこiなわれたものであるoJ(傍点一引胤寝入

「カール・ 7 ノvグス箸『絞街全然批判H 武間際夫他訳 f綴済学批判J昭和50王手，

岩波文芸泰一以"T叫と署長すー，所札 262資。ささ宅義夫教授は， r自然発生約な」
というのは主意識的なii'f詩の働いたもので、はないという， rr資本総Jにおけるよ向方
法と全く無欝係な規定吉どする。了譲渡綴麻理論体系J昭和45王手， 潟三弘、評論:f:t1， 28 

3実，注100
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9) よく問題になる貨幣取扱資本の平均利務耳元得について『資本総jの方法に沿って

縫認しておこう。まず第1に，貨幣取扱資本は流通過程におし

ところの，春樹iに技術的な務主義動きがけし独自の鮒菜作として行なう

の機能にまで自立化じた資本=機能資本で、あり，自余の資本全体のために「再生

産過怨じおけるこの諮操作jを行なう。第2に，貨幣取銀資ヌドは平等生産過畿内部

の資本形態都機能資本であるから，その剰余価値の配分取得形態は利潤である。

務3に，平均手IJi禽をめぐる資本の遼動からみて貨幣取扱資本の取得すずる剥j関もさ当

然平均利潤と考えるべきである。ロ一4ゼfン，ベノ凡vグ

芸クスがどこtにこも主笈量F幣移取扱資ヌ本kの利潟の2水k準について述ベてし、えな主いニとに注窓言たピ基繋

するが， しかし前後の欝係から考えて，その利潤塁手が瀦品取扱資本や産業資本の

それと均一であることは明瞭である。それは勺ぎのことからも明らかであろう。

もし貨幣取扱資本の利潤が既存の平均利潤よりも小であるとすれば，その資本は

この流通部関から引きあげられ，言語品取扱資本や波多築資本へ移動するであろう。

…ところがこの〔災幣取扱資家の〕独立化は，多安幣耳元援資本の利潤が等しき利

絡がえられる，という法員せによって形成さされる時にのみ，可能となるのであるJ

F註解J第e巻， 423真。
10) r第3宅舎の第5擦は;W;fU予と企業者利得への利j閣の分裂。利子生み資本Jと題さ
れているが， γ ノレクスはここでは，剰余傾僚のいっそう展開された形態であると

ニろの，平均等刊Ui関の二つの分裂形態たる利子と企業者利得にかんする諸問題，き

それよちももっとひろく，もっと潔い鰐題合内蔵する科子生み資本にかん

ナる諮問題合研究vどいる。そしで，このような利子生み資本の研究は，資本制
生産様式のー毅的研究におけるマノレタス独自の，弁証法的な・被毒史的なものより

具体的!なものへの・いっそうの発燥で、あり，いっそうのふ向である。だが，ここ

での利子生み資本の研究はJ資三訟の基本的構巡の分析に必要なか~.りにおいてj

なされているのである。こうして，利子受み資本の形態における資本は，資本の

蒸主主的構造に新しい光会与え，撃をみの基本的構造はこれによって新しい諸規定安

え，いっそう豊富な内容をうるように冷るJ遊部久草案他続工資本論矯~J1 1964年

背水害庖…以下 F談窓J1csl告す-， 5. 20-21:夜。
11 ) 符絡次郎・時永淑訳『穀余lùlî~産学説史JI 1974年， f;選民文路一以下「学史三と絡す

一， 9.150頁。「完成された資本j に関しては，深町都号本 f所有と 1~用J 昭和43年9

87.ド評論社一以下『所・捻』と略ナー， 113-114J需を参照されたも、。なお「完成

された資本J~ r資本…利子J関係の磁波として抱える三宅教授の見解がある。
r-<7ノレタス綴用論争主系J昭和何年j 日本評論i:L295頁o

12) 交付資本合個別機能資本のf幹部と規定ずる代表的見解は，

から展開ナる宇野教授である。著作室長第1巻『経済原言者 1JI 465-466頁。他につ

いては次の文献令議参照されたい。『研究JlV. 滋理論jl'. r所・{的。
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13) 私見の視偽とは異なるが，外兇的相逮として指織してし、るのは飯ED繁・三宅義夫

教授である。飯悶繁『新訂利子つを資本の滋論~ f昭和33:9三事日本;評論社， 116文，

三宅義夫，前掲議:， 15J要。

14) [""商業信用s すなわち再生成に携わる諸資本家が相玄に与え会う鎗滞Jおj渇

241頁。

15) [""J1ま請を家や商人が，商品で臥そして:再生綾過程の徽環!々で，Ji.いになし合う

しJr務JJ1tl)241京。
16) rここではご:つの部闘がほ.3Jjiきれるべきである。第!の部商では，跨じ物品のさ色

17) 

務2の部磁では，総迭をそきめ

ての一商人のそFから他の隣人の守主への移行， したがってW~'Gなる行為会長菜ゴÌ'1

るに1"f/t主L、。しかLここでも商品は少なえともつねに流滋行為中?と，したがつ

のである。J

18) r老若j[tl)241・ム242]更-
19) ns'JJ 
20) 1然仰は，災幣形態にかける滋流な， iJ.授業資本家なり総人なりにとって，

造設流の詩争点から数jLのものと1'00両者はし、ずれも綴j刊で、売る。したがって，後

とって災幣に千本紙化祭れる紛にすなわ'0彼自分のもとに焚冷

前に，議議波dれている。

繁栄織には滋流は毒事O';VC，そして順調に行なわれる。

た後にもなおま長<.一主主動~I:l:lした後照によって緩持され

ずるからマある。Jれな』

後によって拡張される。こ

他簡でf:l:，生産設的消費の緊張と問じものである。JrおJ対247J{0
21) 第25績の関践においては，銀行{設周と安全に総数億j認を耳支援う授が詑怒れているが多

のそF形流通に関する部分と，

るにすぎなし、。 しかもその第30猿こそJ 品ンゲノレスが f本米の困難が始支ったj

と述べる宝訟であり，1畿換えや削除ーこの削除されたものは他の筒所で俊L、途があ

ったーによって出来あがったJ章である。 f務』憎13夏。

22) 1貨幣取扱業は，貨I島幸が支払司王段として機能するかぎりでは，

し，まだ，これらの決済の人為的機構によって，決済に必要な貨幣主義を減少させ

る。Jr岩」同505賞。
23) r老tJ舛115，226， 286頁。
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24) この点を強調する代決的論者は岡橋保教授であるJ磁業信用と銀行依JH-JII会教

授の信用論批判一J大阪学院大学「商続論議費j鋭、1宅金 i号。

25) r学史Jl9.208賞。
26) エングノレスは次のように述べてし、る。文中の「現金J'1ど見換銀行券と読み換えれ

ばそのまま乎手形割引における貨幣取扱資本機能の役郷を指摘したものと理解でき

るofAは緩行で手形合割引きせ，割引額H長引いた残額すと現金で受取った。この

ばあいには，彼は貨幣資本の非流動形態を銀行に売って，かわりに流動形態にお

けるその線総額た得たのである。満期以前の手形な売って現金を得たのである。

、が行なわれないばあいには，

ということによって;土芳少しも変

えられたい。人はこの言受任合， fl恨の裟警察人および綴I:l:l人と分かつのであって，こ

れらの者?とたいして，彼として家た灘及機会合もつ。したがって，ここに見られる

のは2 決して前貸し給制まなく， ~<移j~自の宛嫌である。ぞれゆえ jえは銀行にfnJ も

のをども返済する必要寒はなく，銀行fij満期に手形の取立てによっ 。j

27) r銀行制度は， L '"'(，後幣市場?と投げ

28) 手形?と表示f:I:れた書道沿の側側， 日制ト v+m，のうち V やmに闘しでは，鰯51マ発

|診出渡れると漁学堂々 えられているが多

ずで、に f望者本総』統 1老舎におし、で(務 1H務総3建設第2長iiC
幣イじの読者翌裂が鋭かれてし、るのであり，fッ、ノレジ認プ役会の総括としてのj王芸家jの機

しでも， Jだに~換されると議定しでも銀行の窓口令

:JHらf現金J形態は所得流過に滅した補助貨幣であると考えるべきあるJ小売商
業ぞはよち多く銅や銀が卸売目指数ではよりタ〈余が流通ずるJr裁は同190真。きお
然，この間慾は，見検銀行券の n院長長化jの問題であるので，
つも る。

29) r務業信m・引受イ設用・銀行、{話用(2ト諸説の検討を仁p{"にして-J~t話語学関大学
「経済論集J第26巻17予〈予定〕。

30) このぷを一つの視角とする，従来のわが国の外国為替論の検討に認しでは， 1I1J鶏

・松芥安{窓綴1i1d'JF.lと外国為替 1978年，

ミネノレヴァ害事務，所収〉合参照されたし、。

(1977年11丹25E税務〉
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